system-top-threads
システムで負荷の高いスレッドを CPU 使用量の降順で照会します。クラスター管理者権限が必要です。
コマンドプロパティ
	項目
	説明

	コマンドタイプ
	ドライバクエリ

	必要な権限
	クラスター管理者権限

	ライセンス使用量
	カウントなし

	並列実行
	非対応

	分散実行
	非対応


構文
system-top-threads
オプション
なし
出力フィールド
	フィールド
	タイプ
	説明

	tid
	long
	スレッド番号

	name
	string
	スレッド名

	state
	string
	スレッド状態。NEW、RUNNABLE、BLOCKED、WAITING、TIMED_WAITING、TERMINATED のいずれかの値を返します。

	priority
	integer
	スレッドの優先度。1 から 10 の値で、デフォルトは 5 です。

	usage
	long
	1 秒間隔で測定した CPU 使用時間（単位：ナノ秒）

	stacktrace
	string
	スレッドのスタックトレース（jstack に類似した形式）


エラーコード
解析エラー
	エラーコード
	メッセージ
	説明

	95050
	읽기 권한이 없습니다. 클러스터 관리자 권한이 필요합니다.
	クラスター管理者権限がない場合

	95051
	스레드 CPU 사용량 측정이 지원되지 않거나 비활성화되어 있습니다.
	JVM がスレッドの CPU 使用量測定をサポートしていないか無効にされている場合


ランタイムエラー
該当なし
説明
system-top-threads コマンドは、JVM で CPU を多く使用しているスレッドを照会します。1 秒間隔で各スレッドの CPU 使用時間を 2 回測定し、その差を usage フィールドにナノ秒単位で返します。CPU 使用時間が 0 以下のスレッド（非アクティブまたは待機中のスレッド）は結果から除外されます。
結果は CPU 使用量の多い順にソートされます。パフォーマンス低下時にどのスレッドが CPU を占有しているかを診断する用途で使用します。
このコマンドを実行するにはクラスター管理者権限が必要であり、JVM がスレッドの CPU 使用量測定をサポートしている必要があります。
使用例
CPU 使用量の高いスレッドを照会する
system-top-threads
CPU 使用量が多い順にスレッド情報とスタックトレースを照会します。
CPU 使用量上位 10 件のスレッドを照会する
system-top-threads | limit 10
CPU 使用量が最も高い上位 10 件のスレッドを照会します。
